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斯 書 は碧 巖録至 道 無難 の則 を垂 示,本 則,著 語,頚,評 唱 に五 つて詳 細 に醗

諜 し且 つ そ の下欄 に 自 ら,長 い註 繹 を施 して ゐ る。 外 國 人で 此虞迄 で 碧 巖

の思想 に徹 底 取組 んだ のは 此 の諜者 が 初め てx'あ ら う。Hamburg定 期 刊

行 書ORIENSEXTREMUS九 講 の中 の一部 で あ る。 諜 者Gundert氏 は

京 都 大學 講 師Dr.ChristophKaempfの 尊 師 で あ りTUbingen大 學 に紳

學 を 修 め十 五歳 の 時Protestant宣 教 師 と して來 日,在 日中は東 洋 の宗 教殊

に檸 宗に 興味 を畳 え られ た。dieGeschichtederjapanischenReligionl

StuttgartGundertVerlag1930の 著 が あ る。 ヌ.dieGeschichteder

japanischenLiteratur/1935な る 著 書 を 持 つ てゐ る。 後 ドイ ツ に 蛉 り

Hamburg大 學 に 日本 語 を講 じ同大 學 々長 の椅子 に在 つた 。停 年後 は 御令

息 の許 に 身 を寄 せ 日本古 典(萬 葉 集等)の 研究 に鯨 生 を迭 つ て居 られ るQ

最 近 の著 書 にLyrikdesOstensが あ る。 氏 の深 い漢 文理 解 力に 由 り諜 出

は極 め て原文 に 忠實 を期 してを り ドイ ツ語 と しては 寧 ろ極 め て 難 解 で あ

る。 因み に そ の一二 を 紹介 してを こ う。 「至 道 無難 唯嫌 煉撰縄 有 語言 是 陳

繹 是 明 白 」を ぽ本 文註27に``Derh6chsteWegistgarnichtschwer・

nurabholdwahlerischerWahl."KaumaberwirdeinWortgeredet,

soheiβtes:DasistwahlerischeWah1;dasistwolkenloseKlarheit.

と して を り,又 自 ら 「明 白 」``DiewolkenloseKlarheit"を 本 文 註31に,

``DieUbertragungwolkenloseKlarheit"istwohlnichtbuchstablich
,
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wirdaberumderEindrttcklichkeitwillengewagt,weilinming(明)

fifrBuddhistenvorallemdieVorstellungdeswolkenlosen`Mondes,

mingytteh,anklingt.と 註 して ゐ る。 此 れ は 極 め て 親 切 な 註 繹 で あ る と

思 ふ 。 亦 廓 然 を 本 文 註3にdieoffeneWeiteと 課 して ゐ る。 或 ひ は 「打

成 一 片 」 を 本 丈 註39にKlapPeeszueinemBlattzusamm!と な し,後

の 評 唱 の部 「心 境 倶 忘 打 成 一 片 」 を 本 文 註P.34に``InnersundAuβeres

inVergessenheitsinktundalles.,zueinemBlattzusammenklappt"

と な して ゐ る。 亦 「不 與 禰 論 玄 論 妙 論 機 論 境 」 の 玄 をGeheimnis,妙 を

Wunderbare,機 をAufnahmefahigkeit,境 をtiufiereUmsttindeと 一

汝 匠 別 して 課 出 して ゐ る 。 然 し荘 に 注 意 す 可 き は 如 上 の 心 境 倶 忘 の 課 出 で

あ る。 此 の 倶 忘 の 忘 は 軍 にinVergessenheitsinktの 忘 却 の 義 で は な

く,心 が 境 に 成 り境 が 心 と一 枚 に 成 つ た 虞 が 心 境 倶 忘 の 虞 で あ る。 同 じ檬

な 思 想 言 語 の 内 容 の 無 理 解 が 虞 々に 見 られ る。 公 案 が 輩 にProblemで な

い 事 は 既 に 識 者 の 良 く知 る所 で あ る 。 亦 著 語 に 於 て も例 へ ば 「縄 有 語 言 是

棟 繹 是 明 白 」の 隅 悟 の 著 語 「魚 行 水 濁 鳥飛 毛 落 」を 本 文 註33に``Schwimmt

derFisch,trUbtsichda∋Wasser;fliegtderVogel,fallenFedern"

とな し 自 ら 本 文 註33に``sost6rtjedeskleinsteWortdasstilleGe-

heimnisderewigenWahrheit"と 註 し て ゐ るが,此 れ は 眞 理.の 静 とか

静 を 破 る と か を 問 題 に して ゐ る の で な く,「 縄 有 語 言 云 汝」 と本 則 で 云 つ

た そ の事 が 既 に,錯 で は な い か と 趙 州 に 圓 悟 が 迫 つ た 所 で あ ら う。 そ の他

是 に 類 似 した 誤 ち が 所 汝 に 見 られ る。 鐸 出 も 極 め て 原 文 を 生 か し て 誰 さ れ

て を り,殊 に 著 語 等 に 於 て も そ の 本 筋 を外 ら さず,ド イ ツ人 ら しい 正 確 さ

を 以 て 繹 さ れ て ゐ る の で あ る が,今 一 つ 言 句 の 妙 密 が 繹 者 に 理 解 さ れ て ゐ

な い 。 詳 細 は 叉 稿 を 改 め る事 に し よ う。
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